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１ ラグビーワールドカップ2019TMに向けた主な取組について  

 

共同開催都市である県と横浜市は、ラグビーワールドカップ
2019™組織委員会（以下「組織委員会」という。）と会場整備や
開催準備に係る協議、調整及びラグビーワールドカップ2019™の
周知や普及などの機運醸成を実施している。 

 

(1) 大会準備に係る取組 

ア 組織 

  平成 30 年度から引き続き、共同開催都市である横浜市へ、
県職員７名、組織委員会に２名を派遣している。また、平
成 30 年４月に設置された組織委員会地域支部（ＬＯＣ）へ
も、県職員１名を派遣し、大会開催の準備を進めている。 

 

イ 会場整備 

   大会会場である横浜国際総合競技場について、ワールド
カップの実施に向けた整備を行っている。 

(ｱ) 平成 29 年度から 30 年度にかけた取組 

    照明設備のＬＥＤ化や、トイレの改修、ハイブリッド
芝への張替えなどを実施。 

(ｲ) 今年度の予定 

    記者席やコーチボックス、ゲストラウンジなど仮設施
設の設置。また、スポンサー以外の広告物の遮蔽を実施。 

 

ウ ファンゾーンの設置 

   大会期間中に試合会場とは別に設けられるラグビーのイ
ベントスペースである「ファンゾーン」の設置に向け、次
のとおり計画し、準備を進めている。 

(ｱ) 開催日 

令和元年９月 20 日（開幕戦）から 11 月２日（決勝戦）
までの期間中、週末の 15 日間（横浜での試合日、日本代
表戦開催日など） 

(ｲ) 開催時間 

正午から 22 時までを基本とする。 

(ｳ) 想定来場者数 

15 日間で 15 万人（前回大会実績より） 

(ｴ) 会場 

臨港パーク（横浜市西区みなとみらい１－１－１） 
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(ｵ) 実施内容（予定） 

日本代表戦等のパブリックビューイング、飲食コーナー、
ラグビーアクティビティ、ステージイベント、地元ＰＲ
ブース等 

 

エ 交通輸送計画等の策定 

 交通輸送計画、警備計画など、ラグビーワールドカップ
開催に必要とされる各種計画について、関係機関と調整し
ながら策定するとともに、計画に基づき準備を進めている。 

(ｱ) 交通輸送 

来場者を安全かつ円滑に案内するため、平成 31 年３月
に策定した交通輸送実施計画に基づいて、組織委員会や
交通事業者等と連携し、会場周辺でのボランティアによ
る案内誘導を実施し、競技場やファンゾーン最寄り駅で
の案内デスクを設置する。併せて、交通総量の抑制を呼
びかける広報等を実施する。 

(ｲ) 警備 

平成 31 年３月に策定した警備計画に基づき、警備員に
よる案内誘導や巡回警備を行うとともに、仮設防犯カメ
ラや安全柵を活用し、競技場周辺での雑踏事故やテロ、
違法駐車等の未然防止につなげる。実施にあたっては、
組織委員会や警察等と緊密に連携し、来場者の安全と大
会の円滑な運営を確保する。 

(ｳ) 危機管理 

平成 31 年３月に策定した危機管理計画に基づき、大会
期間中は、大会警戒本部を設置し、危機事案発生時の対
応に備える。 

(ｴ) 救急・医療 

医療機関と連携し、８月をめどに医療救護計画を策定
する。また、医師・看護師の派遣協力依頼を行うととも
に必要な資機材を準備し、救護所を設置・運営する。 

 

(2) ラグビーワールドカップ 2019TM のチケット販売 

平成 30 年１月 19 日から６月 26 日まで各種先行販売が、９
月 19 日から 11 月 12 日まで一般抽選販売が実施され、組織委
員会のチケット販売目標トータル 180万枚に対し、応募総数が
450 万枚を超えた。 

また、平成 31 年１月 19 日から３月 31 日まで第２次一般先
着販売を実施した。５月末時点の総販売枚数は 140 万枚（ワー
ルドラグビー※販売分も含む）となっており、販売予定枚数
約 180 万枚のうち約８割の販売を完了している。 
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令和元年５月 18 日からは第３次一般先着販売、５月 31 日か
らは公式リセールサービスが開始されている。 

※ラグビーワールドカップを主催する世界のラグビー競技を統括する機関  

 

(3) 大会公式ボランティア 

観客誘導や案内などを行う大会公式ボランティアは、募集、
採用が完了し、現在、研修を実施している。 

 募集期間：平成 30 年４月 23 日～７月 18 日 

 募集人数：12 開催都市で合計約 10,000 人 

 応募総数：約 38,000 人 

 採用人数：約 13,000 人（全体）神奈川・横浜は約 1,500 人 

 今後予定：令和元年７月以降 役割別研修 

業務内容：各開催都市で主に次の活動を行う予定。  
区分  活動内容  

会場内観客サービス  
スタジアム内において、観戦客の方々を案

内し、楽しませる役割を担う。  

街なか  

＆ファンゾーンガイド  

開催都市の街なかや空港、駅、ファンゾー

ン、スタジアム周辺などにおいて、観戦客

の方々を案内し、楽しませる役割を担う。  

輸送サポート  
スタジアム周辺の関係者駐車場の案内など

を行う。  

ＶＩＰ対応  ゲストの受付・案内やおもてなしを行う。  

メディアサポート  
国内外のメディア・放送局の活動をサポー

トする。  

会場運営サポート  
スタジアム内の運営本部にて、担当スタッ

フの活動をサポートする。  

スタッフサポート  

スタジアム周辺に設置されるスタッフの休

憩所等において、当日受付や休憩所の運営

をサポートする。  

 

(4) 公認チームキャンプ地等の決定 

ラグビーワールドカップ 2019TM の大会期間中にチームが滞
在する公認チームキャンプ地については、平成 31 年３月 11 日
に組織委員会において正式決定された。 

本大会期間中にチームが滞在する公認チームキャンプ地の
決定状況は、次のとおりである。 

なお、チームは、大会期間中、公認チームキャンプ地以外
のキャンプ地に滞在することは認められていない。 
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＜県内の状況＞ 

  横 浜 市：アイルランド、スコットランド 

  海老名市：ロシア 

  小田原市：オーストラリア（※事前キャンプも実施） 

 

(5) 大会に向けた機運醸成の取組 

ア 平成 30 年度の普及啓発・機運醸成の取組 

(ｱ) 横浜市との共同事業 

横浜国際総合競技場でのブレディスローカップ（ニュー
ジーランド代表対オーストラリア代表）の開催に合わせ、
会場周辺でイベントを実施したほか、日本代表戦等のパブ
リックビューイング、大会 500日前、１年前イベントなど
の事業を実施した。 

(ｲ) 全県での取組及び横浜市以外の市町村や企業等と 
連携した取組 

県内大学、市町村や企業と連携し、初心者向けにラグ
ビートップリーグ観戦バスツアーやラグビー体験イベン
トを実施したほか、県内の様々なイベント等でラグビー
ワールドカップのＰＲブースを出展するなど普及啓発活
動を実施した。 

 
イ 令和元年度（平成31年度）の普及啓発・機運醸成の取組 

(ｱ) 横浜市との共同事業 

 横浜市と連携し、シティドレッシングや様々な広報媒
体を活用して大会のＰＲを行うとともに、大会100日前な
どの節目に合わせて各種イベント等を実施し、大会に向
けた機運醸成に取り組む。 

＜令和元年度（平成31年度）主なイベント実施予定＞  

（既に実施済みのものを含む） 
主な事業  日程  開催場所  

こどもラグビー  

ワールドフェスティバル  

４月 20日 (土 ) 

21日 (日 ) 
日産スタジアム  

小学校への  

ラグビー出前授業  

５月 13日 (月 ) 

から順次実施  

横浜市内小学校  

（ 18校予定）  

大会 100日前イベント  ６月 15日 (土 ) 
横浜ランドマーク  

プラザほか  

日本代表戦パブリック  

ビューイング  
７月～９月  調整中  
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(ｲ) 全県での取組及び横浜市以外の市町村や企業等と 

連携した取組 

  全県的に大会を周知するため、各市町村と連携し、日本
代表戦のパブリックビューイング等普及啓発イベントを実
施するほか、企業・大学等とも連携し、ラグビー体験イベ
ント等を行い、県域全体での機運醸成を図る。 

＜令和元年度（平成31年度）主なイベント実施予定＞  

（既に実施済みのものを含む） 

主な事業  日程  開催場所  

小田原ラグビーフェス

タ（ブース出展）  
４月 14日 (日 ) 

小田原ダイナシティ  

（市町村との共同事業  

：小田原市）  

アウトドア活動・  

マリン＆ファミリー  

スポーツフェア 2019 

(体験・ブース出展 ) 

４月 21日 (日 ) 
辻堂海浜公園  

（民間団体との共同事業） 

大会 100日前イベント in

川崎  
６月 16日 (日 ) 

ラゾーナ川崎  

（市町村との共同事業  

：川崎市）  

東海大学ラグビー部  

「丹沢祭」  
７月７日 (日 ) 

東海大学湘南キャンパス

ラグビー場  

（大学との連携：東海大学） 

ＮＥＣグリーンロケッ

ツラグビー教室 in川崎  
７月 21日 (月 ) 

川崎競馬場芝生広場  

（企業との連携：ＮＥＣ） 

日本代表戦パブリック

ビューイング  
７月～９月  調整中  

 
＜参考：横浜国際総合競技場での開催試合＞ 

   【決勝戦、準決勝２試合、プール戦４試合】 

No. 日  程  ｷｯｸｵﾌ 試  合  

１  ９月 21 日 (土 ) 18:45 ニュージーランド vs 南アフリカ   

２  ９月 22 日 (日 ) 16:45 アイルランド vs スコットランド   

３  10 月 12 日 (土 ) 17:15 イングランド vs フランス      

４  10 月 13 日 (日 ) 19:45 日本 vs スコットランド       

５  10 月 26 日 (土 ) 17:00 準決勝１  

６  10 月 27 日 (日 ) 18:00 準決勝２  

７  11 月  ２日 (土 ) 18:00 決勝  
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２ 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた主な取組に

ついて 

 
(1) 概要 

神奈川県内における東京2020オリンピック・パラリンピック競技大

会（以下「東京2020大会」という。）の開催競技は、江の島でのセー

リング、横浜国際総合競技場でのサッカー、横浜スタジアムでの野

球・ソフトボール及び相模原市、山北町の一部をコースに含む自転車

競技ロードレースの４競技となっている。 

現在、セーリングについては、江の島開催に向けた準備を円滑に進

めるため、県では、平成29年５月31日に合意された「東京2020オリン

ピック・パラリンピック競技大会の役割（経費）分担に関する基本的

な方向について」、いわゆる大枠合意に基づき、必要な恒久施設の整

備を進めるとともに、湘南港利用者や漁業関係者、公益財団法人東京

オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（以下「組織委員

会」という。）との調整を行っている。 

また、大会をオール神奈川で盛り上げるため、セーリングをはじめ

とする県内４競技を中心に東京2020大会の機運醸成、普及啓発や事前

キャンプの誘致も進めている。 

 

 (2) 県内開催競技 

ア セーリング競技 

(ｱ) 日程 

時期 大会名 日程 

平成 

30年 

セーリングワールドカップ 

シリーズ江の島大会2018(※1) 

９月９日（日）～16日（日） 

（計測日：９月９日～10日） 

令和 

元年 

READY STEADY TOKYO 

－セーリング(※2) 

８月17日（土）～22日（木） 

(事前計測日：８月15日～16日) 

セーリングワールドカップ 

シリーズ江の島大会2019 

８月25日（日）～９月１日（日） 

(計測日：８月25日～26日(予定)) 

令和 

２年 

セーリングワールドカップ 

シリーズ江の島大会2020 
６月14日（日）～21日（日） 

東京2020大会 ７月26日（日）～８月５日（水） 

※1 オリンピックのテストイベントを兼ねる 

※2 組織委員会主催のテストイベント  
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(ｲ) 現在の調整状況 

ａ 既存艇の移動 

(a) 平成30年（ワールドカップ） 

「セーリングワールドカップシリーズ江の島大会2018」を

支援するため、空きバースや、江の島かもめ駐車場を活用し、

江の島島内で移動を行った。また、大会中も利用者が艇の出

入を可能にするとともに、移動期間は前後の他大会を含め１

か月から１か月半程度とした。 

(b) 令和元年（「READY STEADY TOKYO－セーリング」及び 

「ワールドカップ」） 

組織委員会主催のテストイベントである「READY STEADY 

TOKYO－セーリング」及び「セーリングワールドカップシリー

ズ江の島大会2019」の開催を支援するため、湘南港に保管さ

れている既存艇の一部を江の島島内の江の島かもめ駐車場等

に移動する。 

なお、艇の移動に関する経費は、令和元年度当初予算に計

上するとともに、移動する艇の増加に伴い、必要な経費を令

和元年度６月補正予算案で提案している。 

このうち「READY STEADY TOKYO－セーリング」に係る既

存艇の移動経費は、大枠合意により組織委員会が負担するも

のであることから、組織委員会に対して求めていく。 

(c) 令和２年（ワールドカップ及び東京2020大会） 

a’ 概要 

東京2020大会・セーリング競技の開催を支援するため、

湘南港に保管されている全ての既存艇を江の島島外に移動

する。 

なお、艇の移動に関する経費は、令和元年度当初予算に

計上しており、この経費は大枠合意により組織委員会が負

担するものであることから、組織委員会に対して求めてい

く。 

b’ 移動先について 

                次のハーバー等を移動先として予定している。 

なお、他のハーバー等への移動も検討、調整を続けてい

る。 
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(d) 湘南港利用者等への説明 

    a’ 湘南港利用者説明会 

令和元年６月１日（土）及び２日（日）に湘南港ヨット

ハウスで第５回湘南港利用者説明会を開催し、延べ279人が

参加した。 

この説明会では、令和元年及び２年の大会における既存

艇の移動先、移動期間や移動費用などについて、県、組織

委員会及びセーリングワールドカップシリーズ江の島大会

実行委員会（以下「実行委員会」という。）から説明した。 

b’ 相談窓口の設置 

既存艇の移動等に関する湘南港利用者の意見や相談に対

応するため、原則として週末の土曜日又は日曜日に、湘南

港ヨットハウス内に相談窓口を設置している。 

  

艇種 移動先 

ディンギー 

・葉山港（葉山町） 

・逗葉フリートハウス（逗子市） 

・柳島水再生センター（茅ヶ崎市） 

・若洲ヨット訓練所（東京都江東区） 

・稲毛ヨットハーバー（千葉県千葉市）など 

クルーザー（係留） 

・逗子マリーナ（逗子市） 

・葉山マリーナ（葉山町） 

・シーボニアマリーナ（三浦市） 

・みうら・宮川フィッシャリーナ（三浦市） 

・シティマリーナヴェラシス（横須賀市） 

・横浜ベイサイドマリーナ（横浜市） 

・伊東サンライズマリーナ（静岡県伊東市） 

クルーザー（陸置） 

・逗子マリーナ（逗子市） 

・葉山マリーナ（葉山町） 

・湘南サニーサイドマリーナ （横須賀市） 

・シーボニアマリーナ（三浦市） 

・油壷ヨットハーバー（三浦市） 

・油壷京急マリーナ（三浦市） 

・シティマリーナヴェラシス（横須賀市） 

・サニーサイドマリーナウラガ（横須賀市） 
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c’ メールマガジンの配信等 

艇の移動に関することや、セーリング競技開催に向けた

取組、国内外のセーリング競技の動向等を情報提供するた

め、１か月に１回程度メールマガジンの配信を行っている。 

また、湘南港ヨットハウスの掲示板にメールマガジンな

どの情報を掲示している。 

 

ｂ レースエリア 

令和元年に開催される「READY STEADY TOKYO－セーリング」

及び「セーリングワールドカップシリーズ江の島大会2019」の

レースエリアや運営方法等について、組織委員会や実行委員会

と連携して漁業関係者と協議を行い、レースエリアは下図のと

おりとし、レース開始時間は原則12時からとする内容で合意し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 10 - 
 

 

ｃ 輸送・交通対策 

  県、相模湾沿岸市町、地元の関係団体等を構成メンバーとし

て江の島セーリング競技推進連絡会議を設立し、江の島会場で

のセーリング競技の円滑な実施に向け、輸送・交通対策等に関

する関係者間の連絡調整を行っている。 

また、今年度の「READY STEADY TOKYO－セーリング」及び

「セーリングワールドカップシリーズ江の島大会2019」の開催に

合わせ、江の島への観光客や海水浴客に対して、公共交通機関の

利用を促進する呼びかけを行う。 

そして、呼びかけの効果を検証し、東京2020大会に向けて、具

体的な方策を検討していく。 

(ｳ) 恒久施設等の整備（県土整備局で実施） 

東京2020大会・セーリング競技の円滑な運営や大会後もセーリ

ングの発展等に資する恒久施設として、艇整備庫等を備えたセー

リングセンター（仮称）の建築工事とともに、休日を中心とした

渋滞の解消を図るため、江の島大橋の三車線化工事等を実施して

いる。 

また、セーリング競技の開催に相応しい会場を準備するため、

浮桟橋やトイレの洋式化等の改修、緑地や臨港道路沿いの高木植

栽等を進めている。 

   ＜主な整備内容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

名  称  事 業 概 要  供 用 開 始 予 定  

セ ー リ ング  

セ ン タ ー  

(仮 称 )の整 備  

・ 鉄 骨 造３ 階 建  

延 床 面 積 約 1,000 ㎡  

・ 施 設 内に ｢艇 整 備 庫 ｣、  

｢海 面 監 視室 ｣等 を 設 置  

令 和 元 年８ 月 予 定  

READY STEADY TOKYO 

－ セ ー リン グ の 前  
江 の 島 大橋 の  

３ 車 線 化  

・ 橋 り ょう の 拡 幅 ・ 補 強  

・ 臨 港 道路 の 拡 幅  
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(ｴ) セーリングの普及啓発に向けた取組 

ａ セーリングワールドカップシリーズ江の島大会への支援 

世界を転戦しながら１年間に４回開かれる国際大会であるセー

リングワールドカップシリーズが、江の島において、東京2020

大会までの間に３回開催される。 

県では、東京2020大会に向けてセーリング競技の盛り上げに

弾みをつけるとともに、同競技の普及拡大及び地域振興等を図

るため、セーリングワールドカップシリーズ江の島大会の開催

経費の一部を負担している。 

    ＜「セーリングワールドカップシリーズ江の島大会2019」の実施概要（予定）＞               

日程 令和元年８月 25日（日）～９月１日（日） 

主催 
ワールドセーリング 

公益財団法人日本セーリング連盟 

参加国数 約 50カ国（予定） 

参加人数 約 600人（予定） 

競技種目 オリンピック種目10種目（予定） 

 

※ 参考 「セーリングワールドカップシリーズ江の島大会2018」の実績 

日程 平成 30年９月９日（日）～16日（日） 

参加国数 44の国と地域 

参加人数 465人 

来場者数 約 20,000人 

競技種目 オリンピック種目10種目 

イベント 

(実施日) 

①ウェルカムフェスティバル （９月８日（土）） 

②開会式 （９月９日（日）） 

③ワールドカップフェスティバル 

（９月15日(土)、16日（日）） 
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ｂ セーリング海上体験会 

江の島ヨットハーバー等において、小・中学生、障がいのあ

る方や親子、一般向けの海上体験会を実施する。 

対 象  場 所  日 程  参 加 人 数  

小 ・ 中 学 生 、  

障 害 の あ る 方

（ 18 歳 以 下 ）  

江 の 島 ヨ ッ ト  

ハ ー バ ー  

６ 月 １ 日 （ 土 ）  40 人  

７ 月 ７ 日 （ 日 ）  ―  

９ 月 ８ 日 （ 日 ）  ―  

10 月 ５ 日 （ 土 ）  ―  

横 浜 ベ イ サ イ ド  

マ リ ー ナ  
９月 23 日（月･祝）  ―  

親 子  

（ 中 学 生 以 下  

の 方 と そ の

保 護 者 ）  

八 景 島  

マ リ ー ナ  

７ 月 13 日 （ 土 ）  ―  

９ 月 14 日 （ 土 ）  ―  

シ ー ボ ニ ア  

マ リ ー ナ  
10 月 20 日 （ 日 ）  ―  

一 般  

（ 15 歳 以 上  

の 方 ）  

八 景 島  

マ リ ー ナ  

７ 月 27 日 （ 土 ）  ―  

７ 月 28 日 （ 日 ）  ―  

 

ｃ 訪問教室 

県内の小学生を対象に、セーリング選手が競技の魅力を伝え

たり、ヨットが走る仕組を模型を使って実験するワークショップ

等を盛り込んだ訪問教室を実施する。 

     ＜令和元年度の実績＞ 

実 施 日  学 校 名  学 年  参 加 人 数  

6 月 11 日 （ 火 ）  
相 模 原 市 立 谷 口 小 学 校  ５ 年  70 名  

大 和 市 立 福 田 小 学 校  ６ 年  106 名  

6 月 18 日 （ 火 ） 横 浜 市 立 金 沢 小 学 校  ６ 年  64 名  

6 月 19 日 （ 水 ） 横 須 賀 市 立 馬 堀 小 学 校  ６ 年  46 名  

6 月 21 日 （ 金 ） 秦 野 市 立 大 根 小 学 校  ４ 年  97 名  

 

ｄ クルーザー観戦 

江の島沖で開催されるレースを、セーリング選手などの解説

付きで海上から観戦し、競技の魅力や迫力を体感してもらう機

会を提供する。 
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ｅ セーリングキャラバン 

県内各地で実施されるイベントにブースを出展し、セーリン

グワールドカップシリーズ江の島大会や東京2020大会等につい

て、周知を図っている。 

＜主な実績＞ 

  

 

 

 

 

 

 
 

※ この他９つのイベントに出展（６月 26日時点） 

 

(ｵ) その他（県土整備局で実施） 

「かながわプラごみゼロ宣言」推進の一環として、オリンピッ

クの競技会場である湘南港に、令和元年５月 30日に海洋プラごみ

回収装置を国内で初めて２基導入した。 

 

      

  

イベント名 日 程 開催場所 

神奈川県庁本庁舎公開 
５月３日(金) 

～５月５日(日) 
神奈川県庁本庁舎 

ＡＮＡウインドサーフィン 

ワールドカップ横須賀大会 

５月 10日(金) 

～５月 15日(水) 

津久井浜海岸 

（横須賀市） 

よこすかカレーフェスティバル 
５月 18日（土） 

～５月 19日（日） 

三笠公園 

（横須賀市） 
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イ その他の競技 

セーリングを除く３競技（サッカー、野球・ソフトボール及び自

転車競技ロードレース）の開催概要と準備状況は以下のとおり。 

(ｱ) サッカー 

ａ 開催概要 

横浜国際総合競技場を含む全国７会場で開催される。横浜国 

際総合競技場では、男子は７月 23 日から決勝が行われる８月８

日までの８試合が、女子は７月 28 日から準決勝が行われる８月

３日までの３試合が行われる。 

ｂ 準備状況 

横浜国際総合競技場では、ラグビーワールドカップ 2019TM、東

京 2020 大会の両大会に向けて、照明設備やエレベーターの更新、

フィールド芝の張替え、トイレの改修などが完了し、現在、観

客席や受変電設備の更新など、安全・機能向上に向けた整備が

進められている。 

 

(ｲ) 野球・ソフトボール 

ａ 開催概要 

野球・ソフトボールともに、予選の一部が福島あづま球場で

行われるほかは、全て横浜スタジアムにおいて実施され、野球

は７月 30 日から決勝が行われる８月８日までの 15 試合が、ソ

フトボールは７月 25 日から決勝が行われる７月 28 日までの 11

試合が行われる。 

ｂ 準備状況 

横浜スタジアムでは、東京 2020 大会も見据えて、観客席の増

席やエレベーターの設置等の改修が進められている。 

 

(ｳ) 自転車競技ロードレース 

ａ 開催概要 

コースは、東京都の武蔵野の森公園からスタートし、静岡県

の富士スピードウェイをゴールとし、総距離は、男子約 244 ㎞

（うち相模原市 28.4 ㎞、山北町 1.6 ㎞）、女子約 147 ㎞（同相

模原市 28.4 ㎞）となっている。男子は７月 25 日、女子は７月

26日に行われる。 
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ｂ 準備状況 

７月21日に予定されているテストイベントである「READY 

STEADY TOKYO－自転車競技(ロード)」に向けた準備や、ゴール

である富士スピードウェイへの輸送ルートなどの検討を組織委

員会と連携して取り組んでいる。 

 

(3) 東京2020大会の盛り上げ 

オリンピックの県内４競技やパラリンピックへの関心・注目度を上げ

るためのイベントを開催するほか、県民による大会に向けた様々な活

動の更なる活性化に取り組む。また、聖火リレーの準備やライブサイ

トの計画作成、シティドレッシングにも取り組む。 

 

ア 機運醸成事業 

(ｱ) １年前イベント 

オリンピックの県内開催４競技やパラリンピックへの関心を高め

るため、１年前イベントを開催する。特に、パラリンピックに対す

る県民の注目度を一気に高めるため、その醍醐味や臨場感を実感で

きるイベントを開催する。 

ａ オリンピック１年前イベント 

実施時期：８月（予定） 

会    場：テラスモール湘南（予定） 

ｂ パラリンピック１年前イベント 

実施時期：８月（予定） 

会    場：赤レンガ倉庫（予定） 
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(ｲ) 大会参画活動の更なる活性化 

     県民による大会に向けた様々な活動の更なる活性化を図るため、

組織委員会の「参画プログラム」のＰＲを行い、同プログラムに登

録した参加者に記念グッズを配付する。 

     【参画プログラムとは】 

      ・大会に向けて様々な組織・団体が行うおもてなし活動や文化活動等を登録するこ

とで、オリンピック・パラリンピックへの多くの人々の参画を可能にする組織委

員会の仕組み。登録が認証されると、活動にあたって次のマークが使用でき、活

動実績はホームページで紹介される。 

    

 

 

 

【記念グッズイメージ】         

・デュアルエンブレムピンバッジ     

 

 

【活動例】 

・～東京2020開催まであと500日！～みんなで踊ろう！東京五輪音頭-2020- 

（主催者：神奈川県） 

・ウクレレで応援！コンサート 

（主催者：湘南ウクレレマーチングバンド藤沢市みらい創造財団） 

・街頭清掃 

（主催者：特定非営利活動法人 日本を美しくする会） 

 

(ｳ) その他の機運醸成に向けた取組 

・ 神奈川県市町村スポーツ施策推進事業費補助 

ラグビーワールドカップ2019TM と東京2020大会が連続して開催

されることを契機に、平成30年度からの３か年をスポーツに関す

る施策の集中実施期間とし、その期間に両大会の機運醸成等に資

する事業を実施する市町村（政令市を除く）に対して補助する。 

平成30年度交付実績：９市町11事業 

 

 

  

© Tokyo 2020 

Kanagawa Pref 
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イ 聖火リレー 

(ｱ) オリンピック聖火リレー 

東京2020オリンピック聖火リレーに関しては、各都道府県が実行

委員会を設置し、組織委員会と協力して、各都道府県内における聖

火リレーの準備・実施を行うこととされている。県では、平成30年

６月６日、東京2020オリンピック聖火リレー神奈川県実行委員会を

設置し、県内の聖火リレールートの選定等の準備を進めている。 

令和元年６月１日には、東京2020オリンピック聖火リレーのルー

ト概要等が組織委員会から公表された。 

今後、東京2020大会の聖火リレーの実施に向けて、警備計画やセ

レモニーの企画等の運用計画を作成するとともに、ランナーの選考

等を行う。 

(ｲ) パラリンピック聖火フェスティバル 

トーチで火をつなぐ「聖火リレー」は開催会場のある静岡、千葉、

埼玉、東京の４都県のみで実施されるが、「採火式」や採火した火

を東京の集火会場に送り出す「出立式」などのイベント（フェスティ

バル）は全47都道府県で行われる。 

現在、本県では、東京2020パラリンピック競技大会の機運を醸成

するとともに、「ともに生きる社会かながわ」につなげていくため、

採火や出立などを内容とするパラリンピック聖火フェスティバルの

計画作成に取り組んでいる。 

 

ウ ライブサイト 

映像を囲んで誰もが競技観戦を楽しみ、大会の感動と興奮を共有

できる「ライブサイト」の設置に向けて、会場の選定や運営計画の

作成に取り組んでいる。 

 

エ シティドレッシング 

  セーリング競技を盛り上げるため、選手村分村である大磯プリン

スホテルから競技会場である江の島までのルートを、フラッグ等の

掲出によりドレッシング（装飾）するほか、江の島周辺に大会のレ

ガシーとなるモニュメントを設置する。 

また、県内の祝祭感を高めるため、県庁舎などをドレッシングす

るほか、江ノ島電鉄株式会社と湘南モノレール株式会社の鉄道車両

ラッピング等を実施する。 
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オ 事前キャンプ誘致等の状況 

(ｱ) 事前キャンプ誘致の状況 

神奈川県内では、本年６月現在、県及び９市３町６団体が、13

カ国（17件）と事前キャンプに関する協定等を締結している。 

  今後も、東京2020大会の各国・地域の事前キャンプを県内に誘致

するため、オール神奈川での誘致活動を引き続き実施するととも

に、視察等の受入れを行う。 

(ｲ) 「ホストタウン」の登録状況 

神奈川県内では、本年６月現在、県及び９市３町が、18カ国の

「ホストタウン」として登録されている。 

 

カ その他 

(ｱ) ボランティア 

ａ フィールドキャスト（組織委員会） 

組織委員会が募集し、競技会場、選手村などで観客サービス、

競技運営サポート、メディアサポートなどの大会運営に直接携わ

るボランティアで、募集人数８万人のところ、約20万人の応募が

あった。 

    ｂ シティキャスト（横浜市、藤沢市） 

競技会場が所在する自治体が募集し、主要駅・観光地などで

会場までの道案内や観光案内等を行うボランティアで、横浜市

では、2,500人の募集に対し、約5,800人の応募があった。藤沢

市では、約900人を募集している（募集期間は７月５日まで）。 

ｃ 自転車競技ロードレースのコースサポーター（相模原市） 

本年７月 21日実施予定のテストイベント「READY STEADY 

TOKYO－自転車競技(ロード)」に向けてコース沿道周辺で競技運営

をサポートするボランティアで、相模原市では約 700人の募集に対

し、約 700人の応募があった。2020年の本大会に向けての募集人

数等については、テストイベントの結果を受け、検討することと

されている。 

 (ｲ) オリンピック観戦チケットの概要について 

    一般チケット、車いすユーザー向け観戦チケット及び 12歳未満

の子どもや 60歳以上のシニアの方、障がいのある方を１名以上含

む家族やグループを対象とした「東京 2020みんなで応援チケッ

ト」の抽選申込が５月９日から開始され、５月 29日に抽選申込受
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付が終了し、６月 20日に抽選結果が発表された。 

これらのほか、より多くの子どもたちに会場観戦を通してスポー

ツのすばらしさや世界中の人々と交流することの楽しさを体験し、

一生の財産として、心に残る機会を提供する「学校連携観戦チケッ

ト」、開催都市や会場所在地自治体、東日本大震災被災３県、ホス

トタウンに向けたチケットが販売される予定となっている。（33

競技（ボクシングは調整中）、開閉会式含め全部で 780万枚） 
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【参考】 

＜県内開催競技日程＞ 

※1 サッカー男子の準々決勝の他３試合は宮城スタジアム、茨城カシマスタジアム、埼玉スタジア
ム 2002、準決勝２試合は茨城カシマスタジアムと埼玉スタジアム 2002 で行われる。 

※2 サッカー女子の準々決勝の他３試合は宮城スタジアム、茨城カシマスタジアム、埼玉スタジア
ム 2002、準決勝の他１試合は茨城カシマスタジアム、決勝はオリンピックスタジアムで行われる。 

 
 
 

＜県内開催競技テストイベントの日程＞ 
内容 

競技名 
イベント名 日程 会場 

セーリング 
READY STEADY TOKYO 
-セーリング 

令和元年８月 17日(土) 
～22日(木) 

江の島ヨットハーバー 

サッカー 調整中 調整中 調整中 

野球・ 
ソフトボール 

第 52回日本女子ソフトボール 
１部第８節福島大会 

令和元年 10月５日(土) 
～６日(日) 

福島あづま球場 

自転車競技 
ロードレース 

READY STEADY TOKYO 
-自転車競技(ロード) 

令和元年７月 21日(日) 
スタート:武蔵野の森公園 
ゴール:富士スピードウェイ 

   競技名 

 

月  日 

セーリング 

サッカー 

(◎は横浜国際総合競技場) 

野球・ソフトボール 

(◎は横浜スタジアム) 
自転車競技  

ロードレース 
男子※1 女子※2 野球 ソフト 

7月 22日(水)   ○  〇  

7月 23日(木)  ◎   〇  

7月 24日(金) 開会式 

7月 25日(土)   ○  ◎ 男子 

7月 26日(日) ◎ ◎   ◎ 女子 

7月 27日(月) ◎    ◎  

7月 28日(火) ◎  ◎  ◎ 決勝  

7月 29日(水) ◎ ◎  ○   

7月 30日(木) ◎   ◎   

7月 31日(金) ◎  ◎ 準々決勝 ◎   

8 月 1 日(土) ◎ 決勝 ◎ 準々決勝  ◎   

8 月 2 日(日) ◎ 決勝   ◎   

8 月 3 日(月) ◎ 決勝  ◎ 準決勝 ◎   

8 月 4 日(火) ◎ 決勝 ○ (準決勝)  ◎   

8 月 5 日(水) ◎ 決勝   ◎   

8 月 6 日(木)   〇 ◎   

8 月 7 日(金)  〇 〇 (決勝)    

8 月 8 日(土)  ◎ 決勝  ◎ 決勝   

8 月 9 日(日) 閉会式 

開会式 

( う ち １ 試 合 ) 

( う ち １ 試 合 ) 

( う ち １ 試 合 ) 
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＜聖火リレーの通過市町＞ 

（本県のルート概要） 

神奈川県の聖火リレーは、箱根町を出発し、１日目は藤沢市、２日目は相模原市、３日目は横

浜市でセレブレーションを実施する。 

 みどころは、日本遺産に登録され、ハイカーにも人気のある伊勢原市の大山、セーリング競技の

会場となる江の島、古都鎌倉の中心に位置する鶴岡八幡宮など。横浜市では、サッカー、野球・ソ

フトボールの競技会場となる横浜国際総合競技場・横浜スタジアムの周辺や、開港 160 周年を迎え

るヨコハマならではの街並みを巡る。 

１日目（６月 29 日（月曜日）） 2 日目（６月 30 日（火曜日）） ３日目（７月１日（水曜日）） 
○ 箱 根 町 
・出発式*1 
（箱根駅伝ゴール地点付近） 

 
○ 伊 勢 原 市 
・特殊区間*2 
（大山） 

 
○ 小 田 原 市 
 
○ 大 磯 町 
 
○ 平 塚 市 
 

○ 茅 ヶ 崎 市 
 
○ 藤 沢 市 
・ミニセレブレーション*3 
（江の島北緑地広場） 

・セレブレーション*4 
（辻堂神台公園） 

○ 三 浦 市 
・出発式 
（三崎フィッシャリーナ・ウォー

フ（うらり））    
 
○ 横 須 賀 市 
 
○ 鎌 倉 市 
・特殊区間 
（鶴岡八幡宮） 

 
○ 海 老 名 市 
・ミニセレブレーション 

（海老名中央公園） 
 
○ 厚 木 市 
 
○ 相 模 原 市 
・セレブレーション 
（橋本公園） 

○ 川 崎 市 
・出発式 
（等々力陸上競技場） 

 
○ 横 浜 市 
・セレブレーション 
（横浜赤レンガ倉庫） 

（注）現在、組織委員会と調整中の案となるので、今後変更となる可能性がある。 

＊ １出 発 式 ：各 日 の始 めに行 われる、地 域 文 化 の演 目 披 露 等 の後 、聖 火 をトーチ

に点 火 し最 初 のランナーを送 り出 すセレモニー。  
＊ ２特 殊 区 間 ：地 域 の歴 史 的 ・文 化 的 な魅 力 を発 信 できる場 所 で、通 常 の隊 列

を伴 わず聖 火 リレーを実 施 することが可 能 とされている区 間  
＊ ３ ミニセレブレーション：区 間 の途 中 で行 われる、地 域 文 化 の演 目 披 露 等 の後 、

聖 火 をトーチに点 火 又 は聖 火 を格 納 するセレモニー。  
＊ ４セレブレーション：各 日 の最 後 に行 われる、最 終 ランナーの到 着 を祝 い、１日 の

聖 火 リレーの終 わりを告 げるセレモニー  
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＜事前キャンプ誘致の状況＞ 

区分 協定等締結年月 団体名 相手国 

１ 平成27年９月 
県、小田原市、箱根町、 
大磯町、星槎グループ 

エリトリア国 

２ 平成28年２月 
横浜市、川崎市、 
慶應義塾大学 

英国（オリンピック） 

３ 平成28年10月 県、平塚市 リトアニア共和国 
（オリンピック） 

４ 平成29年４月 
県、小田原市、箱根町、 
大磯町、星槎グループ 

ブータン王国 

５ 平成29年６月 相模原市 ブラジル連邦共和国 

６ 平成29年７月 葉山町、大同生命保険(株) 英国（セーリング） 

７ 平成29年10月 小田原市 モルディブ共和国 

８ 平成30年１月 
県、相模原市、 
(公社)日本ボート協会 

カナダ(ボート) 

９ 平成30年４月 鎌倉市 フランス共和国（セーリング） 

10 平成30年４月 
県、小田原市、箱根町、 
大磯町、星槎グループ 

ミャンマー連邦共和国 

11 平成30年５月 横浜市、川崎市、慶應義塾大学 英国（パラリンピック） 

12 平成30年５月 県、平塚市 
リトアニア共和国 
（パラリンピック） 

13 平成30年８月 
小田原市、 
ヒルトン小田原リゾート＆スパ 

オーストラリア連邦 
（７人制ラグビー） 

14 平成30年９月 逗子市、(株)リビエラ スペイン王国（セーリング） 

15 平成31年２月 厚木市 
ニュージーランド 
（バスケットボール） 

16 平成31年４月 厚木市 ニュージーランド（ゴルフ） 

17 令和元年６月 横須賀市 イスラエル国（柔道） 

※本年６月現在、全国で２番目の件数（オリンピック・パラリンピック課調べ） 
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＜ホストタウンの登録状況＞ 

区分 登録年月 登録団体名 相手国 

１ 

平成28年１月 

県、小田原市、箱根町、 

大磯町 

エリトリア国 

ブータン王国 

ミャンマー連邦共和国 

２ 横浜市 

英国 

チュニジア共和国・イスラエル国 

ベナン共和国・ボツワナ共和国 

コートジボワール共和国 

（平成30年10月追加登録） 

３ 川崎市 英国 

４ 平塚市、県 リトアニア共和国 

５  厚木市 ニュージーランド 

６ 
平成29年７月 

小田原市 

モルディブ共和国 

オーストラリア連邦 

（平成31年４月追加登録） 

７ 葉山町 英国 

８ 平成29年12月 相模原市 
ブラジル連邦共和国 

カナダ 

９ 平成30年12月 鎌倉市 フランス共和国 

10 平成31年２月 逗子市 スペイン王国 

11 平成31年４月 茅ケ崎市 北マケドニア共和国 

 

＜ボランティアの概要＞ 

区分 
フィールド

キャスト 
シティキャスト 

自転車競技ロードレース 

コースサポーター 

募集主体 組織委員会 横浜市 藤沢市 相模原市 

募集人数     80,000人 2,500人 

(１次募集)  

100人 

(２次募集) 

(※1)約800人 

(※2)約700人 

最終応募人数 204,680人 5,834人 
(１次募集)  

565人 
約700人 

(※1)７月５日まで募集 
(※2)テストイベントに向けての人数、2020 年の本大会に向けては別途検討 



- 24 - 
 

 

＜チケット＞ 

（オリンピック県内４競技のチケット価格） 

会場 競技 試合の種類 

座席種類及びチケット価格   

(単位：円) 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

江の島      

ヨットハーバー 
セーリング 

予選 3,000 - - - 

決勝 5,500 - - - 

横浜スタジアム 

野球 

予選(１試合分) 15,500 12,000 8,000 4,000 

決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ(１試合分) 23,000 18,000 12,000 6,000 

準決勝(１試合分) 31,000 24,000 16,000 8,000 

３位決定戦 45,000 36,000 20,000 9,000 

決勝 67,500 54,000 30,000 10,000 

ソフトボール 

予選(１試合分) 8,000 7,000 5,000 2,500 

予選(２試合分) 12,500 10,000 7,000 3,500 

３位決定戦 18,000 14,500 8,000 4,000 

決勝 25,500 20,000 12,800 7,500 

横浜国際総合競技場 

サッカー  

(男子) 

予選(２試合分) 9,800 6,500 5,500 3,000 

準々決勝(１試合分) 21,000 12,800 7,500 5,800 

決勝 67,500 30,000 15,000 9,800 

サッカー 

(女子) 

予選(１試合分) 6,500 4,500 3,500 2,500 

準々決勝(１試合分) 15,500 8,000 6,000 4,000 

準決勝(１試合分) 21,000 12,800 7,500 5,800 

富士スピードウェイ 

自転車競技 

ロードレース 
決勝 5,500 3,500 - - 
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３ 「ラグビーワールドカップ2019™及び東京2020オリンピック・パラリン

ピック競技大会推進かながわアクションプログラム改定版（案）」の概

要について 

 

2016年10月に作成した「ラグビーワールドカップ2019™及び東京2020オ

リンピック・パラリンピック競技大会推進かながわアクションプログラム」

（以下、「プログラム」という。）は、必要に応じて毎年度見直すことと

しており、2019年度当初予算の状況や2018年度の進捗状況等を踏まえ、今

回の改定を行う。 

 

(1)・プログラムの概要 ＜「別添資料」参照＞ 

ア プログラムの基本的性格 

  ラグビーワールドカップ2019™及び東京2020オリンピック・パラリ

ンピック競技大会の成功に向け、県の取組みを計画的に推進するため、

大会を迎えるに際して必要な具体的施策・事業を明らかにする。 

 (ｱ) 対象期間 

2016年度を初年度とし、2020年度を最終目標年度とする（５か

年度間）。 

ただし、2019年度（ラグビーワールドカップ2019™）を第一目標

年度と設定する。 

(ｲ) プログラムの見直し 

両大会の準備に向けた取組みは、それぞれの組織委員会等との協

議調整を通じて今後本格化していくこと、また、大会直前に至るま

で、新たな課題の発生が予測されること等から、プログラムの構成

や施策・事業は、必要に応じて毎年度見直すこととする。 

(ｳ) 総合計画等との関連 

プログラムは、県の策定する総合計画及び各行政分野毎に策定し

た個別計画に位置づけた施策・事業のうち、両大会に向けて実施

又は拡充・強化を図る施策・事業及び新たに実施を検討する施

策・事業を体系化したものとする。 

 

イ・構成 

  プログラムの構成は、ラグビーワールドカップ2019™及び東京2020

オリンピック・パラリンピック競技大会の準備及びレガシー（注）

構築に関わる事項とする。 
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(ｱ)・プログラム作成の趣旨 

(ｲ) プログラムの基本的性格 

(ｳ) 取組分野・施策等の体系 

 

（注）レガシー：「遺産」の意。「オリンピック憲章」には、国際オリンピック委

員会(IOC)の使命と役割として「オリンピック競技大会の有益な

遺産を、開催国と開催都市が引き継ぐよう奨励する。」と明記さ

れている。 

 
 
(2) 主な改定内容 

ア 新規に追加する項目及び内容 

項目 内容 

Ⅰ 大会成功に向けた取組み  

 ３ 東京2020大会の機運醸成に向けた取組み 

 (１)大会に向けた機運の醸成 

 ③ ライブサイトに関

する取組み 

 ライブサイトに関する取組みを位置付け 

・東京2020大会開催時に、大画面での映像放映のほ

か、ステージイベントやグッズ販売、飲食店などを

展開する「ライブサイト」を実施するための運営計

画を作成 

④ シティドレッシン

グに関する取組み 

 シティドレッシングに関する取組みを位置付け 

・県内の祝祭感を高めるため、大会エンブレム等を

用いて、県庁舎などを装飾するほか、江ノ電の車両

ラッピング等を実施 

・セーリング競技の機運を盛り上げるため、選手村

分村（大磯プリンスホテル）から競技会場（江の

島）までのルートをフラッグ等の掲出により装飾す

るほか、競技会場周辺に大会のレガシーとなるモニ

ュメントを設置 

⑤ 文化オリンピアー

ドに関する取組み 

文化オリンピアードに関する取組みを位置付け 

・東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会

の時期に合わせて開催される「東京2020NIPPONフェ

スティバル」に向けたプレイベントを開催 

・東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会

に合わせて開催される「日本博」の関連事業とし

て、「かながわの伝統文化ウィーク（仮称）」を開

催し、その期間中に県立施設において伝統芸能文化

を中心としたイベントを実施するとともに、日本大

通り周辺で「デジタルアートプロジェクト」を実施 
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項目 内容 

Ⅱ 大会を契機としたかながわプログラム 

 ４ 大会開催を契機としたスポーツ振興 

 (２)スポーツ活動の環境整備 

 ④ 山岳スポーツセン

ターの整備 

本県の山岳スポーツの更なる振興に向けた取組み

を位置付け 

 
イ 2019年度に取組みを拡充する項目及び内容 

項目 内容 

Ⅰ 大会成功に向けた取組み  

 ２ ラグビーワールドカップ2019™に向けた取組み 

 (２)横浜市と連携した大会の準備 

 ① 横浜市と連携した

ラグビー競技の普及

啓発、会場整備等 

・ボランティア研修、ファンゾーンの実施 

・シティドレッシング、開幕カウントダウンイベン

ト等の充実 

(３)大会に向けた県内の機運の醸成 

 ① 市町村や企業等と

連携した普及啓発 

・市町村と連携し、県内各地でパブリックビューイ

ング等普及啓発イベントを充実 

３ 東京2020大会の機運醸成に向けた取組み 

 (１)大会に向けた機運の醸成 

 ① 各種機運醸成の取

組み 

・神奈川から東京2020パラリンピック競技大会を盛

り上げるため、各種イベント等を実施 

・多くの県民の皆様に大会に参画していただくた

め、様々な活動を通じて東京2020オリンピック・パ

ラリンピック競技大会をオール神奈川で盛り上げて

もらうための取組みを実施 

② 聖火リレーに関す

る取組み 

・東京2020オリンピック聖火リレーについて、祝祭

感を高めるため、関係団体と連携 

・パラリンピックの機運を醸成するとともに、「と

もに生きる社会かながわ」につなげていくため、パ

ラリンピック聖火フェスティバルの実施に向け検討 

４ 東京2020大会・セーリング競技に向けた取組み 

 (４)大会に向けた機運の醸成 

 ① 各種普及啓発活動

の実施 

・県内の小学生を対象に、セーリング選手が競技の

魅力を伝えたり、ヨットが走る仕組みを模型を使っ

て実験するワークショップ等を盛り込んだ訪問教室

を実施 

・江の島沖で開催されるレースをセーリング選手の

解説付きで海上から観戦し、競技の魅力や迫力を体

感してもらう機会を提供 
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項目 内容 

Ⅱ 大会を契機としたかながわプログラム 

 １ 神奈川のおもてなし 

 (１)来県者への対応 

 ② おもてなしを担う

ボランティア等の育

成・配備 

・ラグビーワールドカップ2019開催時に来日する外

国観光客に県内観光地を紹介するため、都内の主要

駅等にボランティアを配備 

・ラグビーワールドカップ2019及び東京2020オリン

ピック・パラリンピック競技大会時に本県を訪れる

観戦客をはじめとする外国人観光客と県内の観光ガ

イドをつなぐガイドマッチングサービスを提供 

⑨ グローバル人材の

育成 

・小学校外国語教育の早期化・教科化に対応するた

め、一定の英語力を有し、質の高い外国語教育を行

う専科担当教員の配置により指導体制の充実を図

り、小学校外国語教育を推進 

２ 国際観光地としての魅力向上・発信 

 (１)観光客誘致 

 ③  県産品の魅力向

上・発信 

・外国人目線も加えた新たな「かながわの名産100

選」を選定し、県産品の魅力を広く発信 

３ 神奈川から魅せる文化 

 

 

 

(１)文化プログラムの推進 

 ① 文化プログラムの

推進 

・「東京2020NIPPONフェスティバル」に向けたプレ

イベントや「日本博」の関連事業に取り組み、文化

プログラムの推進を更に加速 

４ 大会開催を契機としたスポーツ振興 

 

 

 

(１)かながわパラスポーツの推進 

 

 

 

③ 障がい者スポーツ

の普及推進 

 

 

・鎌倉市や民間団体を協働して、車いすを利用する

方などがマリンスポーツを楽しむことができるよ

う、鎌倉海岸にビーチマットとスロープを設置 

・多くの方に地域で「かながわパラスポーツ」を実

践していただくために、市町村、学校、地域のスポ

ーツ関係団体等を対象にパラスポーツの用具を貸出 

 

(3) 今後の予定 

2019年７月  プログラムの改定及び公表 
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４ 神奈川県立スポーツセンターの供用開始に向けた運営準備について 

 

(1) 概要 

神奈川県立体育センターについては、現在、児童・生徒のスポーツ推

進はもとより、生涯スポーツ・障がい者スポーツの推進やアスリートの

競技力向上等を図る本県の総合的なスポーツ推進拠点となるよう、教育

委員会が整備を進めており、令和２年４月に神奈川県立スポーツセンタ

ーとしての供用が開始される。 

また、供用開始に併せて、スポーツ局に事務が移管されることとなっ

ており、現在、スポーツ局と教育委員会が連携し、供用開始に向けた運

営等の準備を進めている。 

なお、施設の名称及び使用料の設定等を行う神奈川県立体育センター

及び神奈川県立西湘地区体育センターに関する条例の一部を改正する条

例ほか関係条例については、平成31年３月22日に公布された。 

 

(2) 供用開始後の主な運営内容（案） 

供用開始に向けて、施設運営に係る規則及び要綱等の規定を整備する。 

なお、供用開始前の令和元年10月１日から令和２年３月31日までに行

う利用受付等の準備行為については教育委員会が、供用開始後の令和２

年４月１日からの事務はスポーツ局が行う。 

ア 施設の運営管理に関する基本的な事項 

(ｱ) 休場日 

月曜日（祝日に当たるときを除く。）、祝日の翌日（土日祝日に

当たるときを除く。）及び年末年始（12月 29日～１月３日）。 

(ｲ) 利用時間 

区  分 利用時間 

屋内施設 午前９時～午後９時 

屋外施設 照明無し 午前９時～午後５時 

※４月 15日～９月 15日は午後６時まで 

 照明有り 午前９時～午後９時 

宿泊棟 宿泊室 午後３時～午前 10時 

 その他の施設 午前９時～午後９時 

駐車場 普通自動車及び大型

自動車 

午前８時～午後 10時 

 原動機付自転車、二

輪自動車及び自転車 

24時間 



- 30 - 
 

(ｳ) 利用申込期間 

区  分 利用申込期間 

一般施設等（フロア、会議

室、球技場、テニスコート、

グリーンハウス等） 

利用日の２月前の初日～利用当日 

※ 備品等の設営準備が必要な施設は、

利用前日の正午まで 

プール及び

トレーニン

グルーム 

１回単位の利用 利用当日 

１月単位の利用 利用日の２月前の初日～利用当日 

プールの専用利用 利用日の２月前の初日～利用日の１月前 

陸上競技場 個人利用 利用日の２月前の初日～利用当日 

団体利用 利用日の１月前の初日～利用当日 

専用利用 利用日の２月前の初日～末日 

補助競技場 専用利用 利用日の１月前の初日～利用前日の正午 

フットサルコート 利用日の２月前の初日～利用前日の正午 

宿泊室 利用日の６月前の初日※～利用日の２週間前 

※利用日が４～７月までの場合は１月から 

駐車場 利用当日 

 

イ 使用料の減免 

 減免基準 減免率 

１ 県がスポーツ行事を行うために利用するとき。 免除 

２ 障がい者がプール・トレーニングルーム・陸上競技場（個

人利用）又は駐車場を利用するとき。 

 

３ 県内の市町村がスポーツ行事を行うために利用するとき。 １／２ 

４ 公共的団体が青少年、高齢者又は障がい者を対象とするス

ポーツ行事を行うために利用するとき。 

 

５ 県内の幼稚園、小学校、中学校又は高等学校が児童又は生

徒等を対象としたスポーツ行事を行うために利用すると

き。 

 

６ 障がい者が施設等を利用するとき（２の施設を除く。）。  

７ スポーツ大会等の運営関係者が駐車場を利用するとき 

（１大会当たり 20台を限度とする。）。 

 

８ スポーツ団体が県民を対象としたスポーツ行事を行うため

に利用するとき。 

１／５ 

９ その他知事が必要と認めるとき。 個別判断 
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ウ 施設等の優先利用基準 

スポーツ大会の開催や県のスポーツ推進の観点から、一般利用申込

期間より前に利用の申込みをしなければ開催等に支障が生ずるものに

ついて優先的に利用を承認するため、施設等の優先利用基準を定める。 

区 分 内    容 

特別優先 １ 県が主催するスポーツ行事（スポーツ局又は教育委員会

（学校を除く。）が主催するものに限る。） 

２ スポーツ団体等が主催する関東大会以上（陸上競技及び専

門競技は県大会以上。）の規模のスポーツ大会 

３ 総合教育センターが主催する教員研修事業 

４ その他知事が必要と認めるもの 

第１優先 １ スポーツ団体等が主催する県大会及びこれに類する広域的

なスポーツ大会 

２ スポーツ団体等が主催する県内の青少年又は障がい者を対

象としたスポーツ行事 

３ 公共的団体が主催する県内の青少年又は障がい者を対象と

した広域的なスポーツ行事 

４ スポーツ団体等が主催する県内の選手強化事業 

５ 県が主催するスポーツ行事（特別優先１を除く。） 

６ 運動場又はプール等の体育施設が整備されていない又は改

修工事中で利用できない県立学校が実施する児童又は生徒等

を対象とした授業及びスポーツ行事 

７ 県内の幼稚園、小学校、中学校又は高等学校が主催する児

童又は生徒等を対象としたスポーツ行事（部活動の練習を除

く。） 

８ 県内の市町村が主催するスポーツ行事 

９ ＰＦＩ事業者が主催するスポーツ行事 

10 その他スポーツセンターの所長が必要と認めるもの 

第２優先 １ スポーツ団体等が主催する県民を対象としたスポーツ行事 

２ 県内の障がい者グループが行う障がい者スポーツの練習 

３ 県内の幼稚園、小学校、中学校又は高等学校が行う部活動

の練習 

４ 公共的団体が主催する県民を対象としたスポーツ行事 

５ その他スポーツセンターの所長が必要と認めるもの 
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エ その他 

スポーツセンターの所長への事務の委任、利用申請書等の様式及び

施設等の利用制限等、所要の規定の整備を行う。 

 

(3) 今後の予定 

令和元年７月 教育委員会において、教育委員会規則（案）等に係る

かながわ県民意見反映手続（パブリック・コメント）

実施 

10月 教育委員会規則等施行、施設等の利用受付開始 

令和２年１月 スポーツ局において、知事規則（案）等に係るかなが

わ県民意見反映手続（パブリック・コメント）実施 

４月 知事規則等施行、スポーツセンター供用開始 
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体育センター・総合教育センターの一体的整備の概要 

 

 

 

 

Ｐ 

Ｆ 

Ｉ 

方 

式 
 

※ 

【総合教育センター棟】・新築（地上７階）  

・主に総合教育センターの事務室、研修室及び大講堂等を整備します。 

【スポーツアリーナ２】・新築（地上２階） 

・パラスポーツの活動拠点となるメインフロアや多目的フロアを整備します。 

・屋内50mプールを整備します。 

・専門競技種目(ボクシング、フェンシング、ウエイトリフティング)の練習場を整備

します。 

【宿泊棟】・新築（地上３階） 

・全室バリアフリーの宿泊棟を整備し、食堂を併設します。 

【グリーンハウス】改修 

・歴史的価値を有する外観を保全し、スポーツセンターの機能の一部を担う施設

として改修します。 

【テニスコート】改修 

・コート(８面)を砂入り人工芝化し、夜間照明設備や更衣室等を整備します。 

県
直
営
方
式 

【陸上競技場】改築 

・メインスタンドを改築し、バックスタンド(芝生)の一部を階段式スタンドに改

修します。 

【スポーツアリーナ１】改修 

・空調設備、給排水設備を改修します。 

【球技場・補助競技場】改修 

・球技場２面(クレー、天然芝)のうち、クレー球技場を人工芝化します。 

・補助競技場の走路を全天候型舗装、夜間照明設備を整備するとともに、フット

サルコートを新設します。 

※ ＰＦＩ事業者：神奈川スポーツコミュニケーションズ株式会社 

 

 

 

 

 

主 な 施 設 の 概 要 

別紙 
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（完成イメージ） 

 

 ※ＰＦＩ事業で整備する施設以外(例：陸上競技場等)は、別途、県直営事業により整備する

予定としているため、外観図は簡素化して表現しています。 

 

 

 

（スケジュール） 

 

 

 

 

 平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

～ 令和  

16年度 

内

容 

Ｐ 

Ｆ 

Ｉ 

方 

式 

   

４
月 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
供
用
開
始
予
定 

 

４
月 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始
予
定 

 

 

 

県

直

営

方

式 

     

新築等建物の設計・施工等 

 

陸上競技場スタンド改築工事 

スポーツアリーナ設備改修工事 

維持管理・運営支援等 

 

スポーツアリーナ１ 

総合教育センター棟 

宿 泊 棟 
陸上競技場 

球 技 場 

スポーツアリーナ２ 

テニスコート 

グリーンハウス 

補助競技場 
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